
参加者
の感想
（抜粋）

点検補助員による
産地点検を行いました。

点検補助員より、改善提案を行いました。
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実施日時 ／
点 検 先 ／

2015年1月８日（木）～９日(金)　
茨城県 冨田農園 参 加 者 ／4名

土にこだわり、自家製の堆肥を使用。
冨田農場では土耕栽培で、生で食べても口に刺さらない
やわらかい水菜を育てています。「土は生き物。バランスを
見て本当に必要な肥料だけを与えてやれば、土自体の生命
力があがって、野菜を丈夫に育ててくれるんですよ。」と冨
田さん。そんな栽培哲学で栽培されるみず菜はやわらかく
エグみのない味わいで、サラダにもぴったりです。

● 作業場の床が汚れているように思った。
● トイレ専用の手洗い場と衛生用の備品
（石けん）がなかった。作業場の手洗い場
にペーパータオルがなかった。

● 作業場の組み立て済みの商品を入れる
箱が床に直置きされていた。

※ 茨城県冨田農園、冨田様より、上記3点について、早急に指導を行い改善する旨の報告をいただきました。

「書類は、点検表に基づき作っている。整備するのは大変だが、
大切なことだから」と、労を惜しまず、点検に備えることが自分た
ちのためでもあるという冨田農園さんのまじめな姿勢に、うれしく
思いました。まだまだ運用開始したばかりということでもあるの
で、ぜひ、きちんと続けていっていただきたいと思います。

水菜づくりに関しては、冨田さんのあくなき探求心と、それを支え
る周囲の人たちのチームワークがあの美味しい水菜を生んでいる
のだということを確認できました。コントロールできない自然に対
応するための創意工夫には頭が下がる思いでした。

産直産地レポート

茨城県 冨田農園
とみた

やわらかく、えぐみのない水菜が看板商品の冨田農園。

点検補助員とは

産地点検の講習を

受けた組合員です
。

編

茨城県
冨田農園

バスケットプラス毎週企画
「茨城県 冨田農園」
冨田さんのみず菜

シリーズ

第10回
―　農薬の基本のお話④ 農薬の安全性　―　

1. 農薬は人間やまわりの生き物、環境に悪影響が
出ないように、使うルールが決められています。

（1）農薬は、使用量や使用回数、使用方法などが法律に
基づき厳しく制限されています。

安全性や環境影響が確認され、問題がないとされたものでない
と農薬として登録できません。

（2）農薬は、農薬取締法や食品衛生法、毒物及び
劇物取締法、水質汚濁防止法など
多くの法律で規制されています。

2.食品中の化学物質の安全性について

（1）一部の発ガン物質を除くほとんどの化学物質は、
たくさん摂取すると死に至る場合もありますが、
量が少なくなると影響が出なくなります。
その影響が出ない量を「無毒性量」と言います。
＊2014年6月号のおさらい

動物実験で「生涯食べ続けても有害な影響が見られない最大
量」を求めます。人間よりも寿命が短いラットやマウスが使われ
ます。一生涯の間、対象となる農薬をエサに混ぜて毎日摂取させ
ます。さらに２世代以上
にわたって農薬を毎日与
え、生殖機能や仔の生育
に影響がでないか、など
も調査します。

（2）「無毒性量」

動物と人間との違いや個人差（男女・年齢等）を考慮し、「無毒性
量」に安全係数（通常1/100）をかけた値を「ＡＤＩ」とみなしま
す。これは「人が一生、毎日食べ続けても健康に影響のない量」
で、食品安全委員会が決めます。

（3）「ＡＤＩ」（一日摂取許容量）

（4）農産物には、栽培中に使用した農薬が微量ながら存在
する場合もあります。これを「残留農薬」といいます。

水や空気から農薬が体内に入る可能性も考えて、摂取量がＡＤＩ
の80％を超えないように、農作物（食品）ごとに残留基準が決め
られています。

（5）残留農薬の「残留基準」

厚生労働省は、スーパーなどで実際に購入した食品で残留農薬
の量を測定して、公表しています。

「平成21～22年度調査：47の農薬など
が検出されたが、平均一日摂取量の対Ａ
ＤＩ比（％）は0.01％～5.92％の範囲」

（7）実際の摂取量も調べられています

検 索食品中の残留農薬等の一日摂取量調査結果

各農薬には「使用基準」が決められており、
その内容が容器に表示されています。（作
物名／使用量／使用時期・回数）
農薬の使用者には、使用記録をとるように
指導されています。この記録から農薬が適
正に使用されているか確認できます。

（6）「使用基準」

生
体
影
響

容量（摂取量）

ヒトのADIは動物の
無毒性量の100分の1

残留基準

ADI

ADIの80%以下
無毒性量

実際の摂取レベル

致死量
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農薬取締法

水質汚濁
防止法

食品衛生法

農薬散布

野原・小川

農産売場・食卓
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